
平成30年度の取組と平成３１年度取組計画

平成３１年４月２４日

子吉川「大規模災害時の減災対策協議会」

第5回
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主な取組項目 水防訓練

取 組 名 称 由利本荘市水防訓練

実 施 内 容

水防専門家の菅原信雄氏に講師依頼。
わかりやすい説明と実践演習により
消防団員の技術向上に寄与していただいている。

平成３０年度 取組状況

（秋田県 総合防災課）

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

－１－
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本格的な出水期を前に市消防団を対象として、
水防に関する各種訓練を実施。
・ロープワーク （基本結索）
・水防工法
（土のう作成、改良積み土のう工法）

東由利地域にて消防団員約100名を対象に実施



主な取組項目 講習会

取 組 名 称 要配慮者利用施設の避難確保計画作成に係る講習会

実 施 内 容

避難確保計画作成提出状況（全６９施設）
講習会前 １施設
講習会後 ５９施設

平成３０年度 取組状況

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

－２－
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水害等自然災害危険地区に立地する要配慮者使
用施設を対象として、避難確保計画作成を支援
する講習会を実施。
・10月10日 前期講習会（座学）
・11月13日 後期講習会（ワールドカフェ）

要配慮者利用施設６９施設を対象に実施

講習会で避難確保計画作成の必要性、災害リ
スクについて理解を深め、講習会後も関係機
関が計画作成をサポートすることにより、対
象の８割以上の施設が避難確保計画を作成。



主な取組項目 水防訓練

取 組 名 称
・由利本荘市水防訓練
・住民を対象とした防災講話

実 施 内 容

Ｈ ３ １ 実 施

・由利本荘市水防訓練
西目地域を会場に消防団を対象とした水防訓練を実施する。
ロープワークや土のう作成などの基本的な訓練の他、各地域の特性に応じ
て水防工法を実施する。

・各地域にて防災講話を実施
住民の防災意識の向上を目的として、各地域の町内や自主防災組織を対象に
防災講話を実施。
自然災害への対応や避難情報の解説を行い「自分の身を守るためにはどうし
たら良いか」を考えてもらうきっかけ作りとする。

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す ③ 守りきる

平成３１年度 取組状況 及び 今後の取組計画

■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

－３－
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主な取組項目

取 組 名 称 「Ｌアラート」の配信訓練の実施（平成３０年５月２４日）

実 施 内 容

【内容】
各市町村が発令する避難勧告等を、Ｌアラート

からＮＨＫデータ放送、Yahoo Japan、防災情報
アプリを通じて広く情報発信

※平成３１年度も同様に５月２２日実施予定

平成３０年度 取組状況

（秋田県 総合防災課）

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

－４－
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Ｌアラート配信訓練におけるＮＨＫデータ放送
による情報伝達

Ｙａｈｏｏ Japan 避難情報による情報伝達

防災情報アプリ「全国避難所ガイド」による情報伝達



主な取組項目 県管理河川（子吉川水系桂川）の市町村との合同巡視の実施

取 組 名 称 重要水防箇所等の合同巡視の実施（H30.8.21）

実 施 内 容

洪水時に危険が予想され、重点的な巡視点検が必要な箇所を由利本荘市と点検。
出水時の災害防止を目的に、水門等の維持管理状況等を確認した。

写真 芋川（岩谷地区） 写真 桂川（かも川分流箇所）

平成３０年度 取組状況

（秋田県 総合防災課）

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

－５－
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主な取組項目 河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をWEBや報道機関を通じて伝達

取 組 名 称 河川監視カメラの設置、危機管理型水位計の運用開始

実 施 内 容

Ｈ ３ １ 実 施

避難行動を支援する河川監視カメラの設置
（子吉川水系 子吉川、芋川、石沢川、桂川）
危機管理型水位計の運用開始
（子吉川水系 芋川、石沢川、桂川、小関川、荒沢川）

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す ③ 守りきる

平成３１年度 取組状況 及び 今後の取組計画

■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

－６－
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主な取組項目 住民自らが安全に避難するための取り組み

取 組 名 称 安全管理者指導者研修会、自主防災組織研修会等への講師派遣

実 施 内 容

平成３０年度 取組状況

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

資料－１

〇平成30年5月10日 ～ 11日

秋田県教育委員会が主催した「安全管理者指導者研
修会」に講師を派遣し、学校安全の指導的な役割を担う
県内公立学校の教職員(計３４０名）を対象に気象台が
発表する情報と入手方法、活用方法について講義を行
いました。

〇平成30年12月19日

東成瀬村が主催する「平成30年度自主防災組織研修
会」に講師を派遣し、村内自主防災組織のリーダーと役
場職員(約２０名）に「秋田県における気象災害と防災対
応」と題して講演を行いました。

この他、平成30年度は計47件の出前講座、研修会等に講
師を派遣し、防災気象情報の利活用について、自然災害へ
の理解等に関する普及・啓発を行っています。

東成瀬村山村開発センター

秋田県総合教育センター

－７－



主な取組項目 より適時・適切な避難情報等を発信するための取り組み

取 組 名 称 地方公共団体防災担当者向け「気象防災ワークショップ」の開催

実 施 内 容

Ｈ ３ １ 実 施

〇気象防災ワークショップでは、洪水災害あるいは土砂災害が発生するおそれのある状況下で、気象台が
発表する様々な情報を参照しながら少人数でのグループワークを行い、地方公共団体での防災対応を疑
似体験していただきます。このワークショップを通じて、各種の防災気象情報を理解し、有効活用する
とともに、体制の強化や避難勧告の発令のタイミングなどを検討することによって、判断のポイントを
学んでいただきます。
県内市町村の防災担当者に広く参加していただき、防災対応力

の向上を目指します。

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

② 促す ③ 守りきる

平成３１年度 取組状況 及び 今後の取組計画

■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ③ 守りきる

■取組機関

資料－１

① 伝える

－８－



主な取組項目 適切に情報を収集し、わかりやすい情報を、速やかに伝える取組

取 組 名 称 緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信

実 施 内 容

Ｈ ３ ０ 運 用
平成３０年度はエリアメール配信実績は
なし。

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す ③ 守りきる

平成３０年度 取組状況

■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

記者発表資料（平成３０年４月３日）

本子吉川で平成３０年５月１日より配信開始

由利本荘市全域の配信エリア内の携帯電話等
に向けて、「河川氾濫のおそれがある（氾濫危
険水位を超えた）情報」及び「河川氾濫が発生し
た情報」を配信いたします。

－９－

資料－１



主な取組項目 迅速・確実な避難行動を促す取組

取 組 名 称 要配慮者利用施設の避難確保計画の支援

実 施 内 容

秋田河川国道事務所では、平成30年
10月10日前期講習会（座学）と平成30
年11月13日後期講習会（ワールドカフ
フェ）の開催時に、子吉川の洪水概要
想定最大規模浸水想定区域図、浸水ナ
ビの操作方法など会場にて実際にデモ
ンストレーションし、
施設職員への支援を
おこなった。

平成３０年度 取組状況

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

－１０－

資料－１



11

○講習会は、10月10日(水)の前期と11月13日(火)の後期の2回を実施。前期講習会では、地域の水害特性・防災情報の入手方法、計画
作成時のポイント等を説明、後期講習会では、ワールド・カフェにより、計画作成における課題点や工夫した点等を施設間で共有。

〇講習会時には水害リスク認知のためにハザードマップポータルの閲覧コーナーの設置、過去の水害動画の提供を行った。
○講習会参加の53施設（参加率77％)うち、計画提出47施設（策定率89％）となり、講習会の高い実施効果が得られた。

【前期講習会概要】
・日 時：平成30年10月10日(水)（14:00～16:00）
・会 場：ナイスアリーナ1階 会議室

【議事次第】
・講習会の開催目的について ：東北地方整備局
・避難確保計画作成の必要性について ：東北地方整備局
・水害リスクに関する最近の動向について：秋田河川国道事務所
・土砂災害リスクへの対応について ：秋田県建設部河川砂防課
・段階的に発表する防災気象情報の活用について：秋田地方気象台
・避難確保計画の作成方法について（洪水・土砂）：由利本荘市

前期講習会の開催状況 後期講習会（ワールドカフェ）の開催状況

【後期講習会概要】
・日 時：平成30年11月13日(火)（14:00～16:00）
・会 場：ナイスアリーナ2階 鳥海ラウンジ

【議事次第】
・後期講習会の開催目的
・ワールドカフェによる課題と知恵の共有

～避難させることができる計画を作成するために～

【講習会の参加状況】

【講習会の実施効果】

ハザードマップポータルの
閲覧コーナーの設置

両方
参加

前期
のみ

後期
のみ

計

参加施設数 20 25 8 53 16 69

参加率 23% -

不参加 計
講習会参加

77%

不参加

施設数 策定率 施設数

作成 2 3% 59 86% 47 89% 12

未作成 67 97% 10 14% 6 11% 4

計 69 69 - 53 - 16

講習会実施前 講習会実施後（3/31時点）

計画
作成
施設数

策定率
計画
策定
施設数

策定率

講習会参加

■講習会試行プロジェクト（由利本荘市）

－１１－

1

68

1%

99%



主な取組項目 適切に情報を収集し、わかりやすい情報を速やかに伝える取組

取 組 名 称 防災教育

実 施 内 容

平成３０年１１月２日 由利小学校
の５年生を対象に「子吉川の洪水」
について防災教育をおこないました。

洪水時の空撮写真やハザード
マップなど写真や絵などの
視覚的な資料によりわかり
すい説明をおこなった。

平成３０年度 取組状況

（秋田県 総合防災課）

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

資料－１

－１２－



主な取組項目 危機管理型水位計の設置

取 組 名 称 避難行動の目安となる簡易水位計の整備

実 施 内 容

Ｈ ３ １ 運 用

子吉川管内に５基の
危機管理型水位計を
設置。

水位観測所（通常水
位計）と危機管理型
水位計の水位上昇を
まとめて見れるよう
になり、身近な河川
の状況を、簡単に、
リアルタイムで確認
出来ます。

平成３０年度 取組状況

（秋田県 総合防災課）

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード

■取組機関

資料－１

－１３－

② 促す① 伝える ③ 守りきる



主な取組項目 適切に情報を収集し、わかりやすい情報を速やかに伝える取組

取 組 名 称 防災教育

実 施 内 容

「子吉川の洪水」について、平成３０
年１１月２日に由利小学校で実施した
防災教育を基に作成した資料を流域
内の小学校に配布する。

また、データはＤＶＤ
に収録されています。

平成３１年度 取組状況

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

資料－１

－１４－



主な取組項目 リアリティのある防災訓練の実施

取 組 名 称
出水・堤防決壊等の重大災害を想定した「洪水対応演習」の実施
（平成３１年５月１０日頃、子吉川を対象予定）

実 施 内 容

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す ③ 守りきる

平成３１年度 取組状況 及び 今後の取組計画

■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

テレビ会議により、関係機関と連携し
て洪水対応演習を実施

洪水対応演習の様子（ニュース報道）

本格的な出水期を前に「洪水対応演習」として、以
下の演習を実施。
・情報伝達の演習
（出水状況、洪水予報、水防警報、水防活動状況、
破堤等重大災害速報、緊急復旧状況 等）

・洪水対応の演習
（被害想定、防災エキスパートの活用、災害対策車
出動要請 等）

資料－１

前年度雄物川で実施した状況

－１５－



主な取組項目 簡易型河川監視カメラの設置

取 組 名 称 避難行動の目安となる簡易型カメラの整備

実 施 内 容

従来の水位情報に加え、氾濫の危険性が高い箇所については、
適切な避難判断を促すことを目的に、簡易型カメラを整備して
リアリティーある洪水状況を画像
として住民に提供する。

子吉川管内については、平成３１年度
に７箇所設置予定。

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える ② 促す ③ 守りきる

平成３１年度 取組状況 及び 今後の取組計画

■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える ③ 守りきる

■取組機関

資料－１

－１６－
※写真はイメージです



主な取組項目 洪水に安全に流すためのハード対策

取 組 名 称 河道掘削

実 施 内 容

河川を掘削して水の流れる断面を大きくして水位を下げることで、洪水を安全
に流下させる対策として、河道掘削を実施する。

H31 河道掘削
（梵天谷地地内）

約１８６千ｍ３

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える

平成３１年度 取組状況 及び 今後の取組計画

■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える

■取組機関

資料－１

－１７－

② 促す ③ 守り切る

河道掘削断面図

DL=0.000
▽平水位

▽計画高水位

東梵天地区

県立大学



主な取組項目 危機管理型ハード対策

取 組 名 称 河川堤防裏法尻の補強

実 施 内 容

洪水時に堤防を越える越水等が発生した場合でも、河川堤防が決壊するまでの
時間をなるべく引き延ばし、住民が避難する時間を少しでも稼ぐよう堤防構造
の一部を補強する対策を推進する。

H31 堤防裏法尻補強
（黒沢・川西、山本地内）

約２．８ｋｍ

由利本荘市 秋田県 秋田地方気象台 東北地整東北地整

① 伝える

平成３１年度 取組状況 及び 今後の取組計画

■減災のための目標達成に向けた３つのキーワード ① 伝える

■取組機関

資料－１

－１８－

② 促す ③ 守り切る

16.0ｋ 16.0ｋ

由利高原鉄道 滝沢橋梁

滝沢橋

森子橋

17.0ｋ 17.0ｋ 山本地区黒沢・川西地区



協議会スケジュール（平成３１年４月時点）

【協議会】

第１回 平成２８年５月１３日
•協議会設立
•「減災のための目標」の設定
「伝える」「促す」「守りきる」の３目標

第２回 平成２８年９月２日
•「取組方針」の策定

第３回 平成２９年５月８日
・「取組方針」に基づく状況の確認

第４回 平成３０年７月２５日
• 「緊急行動計画」の取組を反映

【幹事会】

子吉川「減災のための目標」
「取組方針」の公表

第１回 平成２８年８月３日
•各機関から「今後の取組」（案）を報告
• 「取組方針」（案）の検討作成

Ｈ27
年度

【準備会】 平成２８年３月９日（協議会設立に向けた趣旨説明）
（秋田県・由利本荘市・秋田地方気象台・秋田河川国道事務所）

Ｈ28
年度

Ｈ29

～

Ｈ32

第２回 平成２９年３月６日
•平成２８年度取組状況
•平成２９年度取組計画 各機関から報告

５

第３回 平成３０年５月３１日
・「緊急行動計画」の取組を反映
水防法に基づく協議会の設置など

第４回 平成３０年８月２８日
・平成３０年７月西日本豪雨を受けて洪水ハ
ザード・マップ周知などの再確認

19
【幹事会】

第５回 平成３１年４月１５日開催
・「要配慮者利用施設の避難確保計画」「防
災教育」など取組の加速化をはかる。【協議会】

第５回 平成３１年４月２４日（本日）
－１９－

法定協議会
に制定

Ｈ32年を
目標に
完成


